
ム
ラ
ー
ー
ム
リ

以
て
裂
し
た
。
法
鋭
本
寂
院
磁
的
不
自
研
士
。
野
川

山
に
斜
る
。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
カ
h
F

村
井
長
堅
加
賀
涯
の
老
臣

村
升
氏
第
六
代
o
w
u
は
附
間
決
作
守
キ
行
の
百
男
。

元
職
十
抗
年
川
生
。
幼
名
右
狐
太
、
後
中
山
腕
。
初
部

孝
迎
。
資
永
七
年
七
月
続
長
養
う
て
出
酬
と
な
し
、
正

ん
郎
元
年
入
月
凶
日
也
知
一
前
六
千
抗
百
六
拾
九
石
帥
肺

門
内
千
百
扮
石
奥
方
知
〉
を
時
間
し
、
流
延
元
年
五
且
柑
附

侠
前
倒
震
照
が
そ
の
弟
八
十
一
此
郎
常
設
子
た
ら
し
め

た
が
、
縫
〈
も
な
く
之
を
指
止
め
ら
れ
、
次
い
で
白

川
町
四
年
」
1

ご
月
十
八
日
従
武
位
下
間
後
守
に
叙
任

し
、
七
年
正
月
四
日
ハ
釘
は
六
年
十
二
月
官
九
日
〉
六

十
一
蹴
を
以
て
・
半
し
た
。
法
脱
長
総
院
桃
山
久
疑
問

士
。
野
川
山
に
採
る。

ム
ラ
ヰ
一
ナ
ガ
サ
ダ
村
井
長
貞
加
白
出
仙
の
老
同

村
升
氏
第
十
代
o
w
H
は
拠
村
左
京
賀
直
の
七
男
。
泊

抑
制
鈴
之
助
・鈴
之
助
・制
民
。
初
酪
之
行
。
文
化
九
年

一
一月
十
三
日
間
生
。
村
升
長
逝
の
米
別
養
子
と
な
り
、

天
川
町
七
年
七
月
十
三
日
泊
知
一

一品
六
千
一
位
百
六
拾
九

石
帥
肺
門
内
守
百
拾
石
奥
力
知
)tV-E-
け
、
十
三
年
六
月

三
日
三
十
一
設
を
以
て
即
日
。
法
制
批
長
松
寺
守
節
点
幹

大
同
士
、
野
川
山
に
葬
る
。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
h
F

カ

村

井

長

怠

加

制
民
間
仙
の
老
陀

村
引
川
氏
第
七
代
。
貨
は
前
例
射
出
向
学
資
の
三
男
。
初

名古ロ
イ
郎
、後
初
釘
・又
兵
衛
。
貧
府
四
年
三
且
村
井

口
白
山
由
滋
ひ
て
耐
と
な
し
、
七
年
間
且
朔
日
泊
知
一
成

六
千
五
百
六
拾
丸
石
俗
(
内
千
百
拾
石
梨
力
知
〉
を
受

け
、
諸
政
一
一
年
二
且
十
二
日
況
十
二
歳
を
以
て
閉
山
し

た
。
法
制
町
抗
出
寺
天
外
成
功
大
島
士
、
野
凶
山
に
間
開

る
。
加
越
能
産
物
方
自
記
の
句
省
が
あ
る
。

ム
ラ
・
ヰ
ナ
ガ
ツ
グ

村
井
長
次
加
賀
山
部
の
老
民

村
井
氏
第
二
代
。

長
制
の
嫡
男
。
永
品
開
J
i

一
年
賂
閉
山

荒
子
に
生
ま
れ
た
。
讃
名
叉
六
、
後
左
Mm
助
・
m
g。

初
部
長
則
〈
弟
も
後
に
長
川
と
い
う
た
〉
。
天
正
十
入

年
間
聞
東
の
役
に
従
ひ
、ー
ズ
政
元
年
交
の
致
仕
に
よ
っ

て
家
を
嗣
ぎ
、

一
国
千
ご
百
五
拾
五
行
除
を
策
し、

大
恕
寺
職
後
際
長
六
年
七
且
十
罰
日
二
千
.hを
加
噌

せ
ら
れ
、
十
年
前
閃
利
家
の
女
千
附
剣
を
婆
り
、
同

年
十
月
父
の
卒
後
限
医
科
四
千
石
を
併
せ
て
、
都
合

一
郎
七
千
ご
百
四
拾
一
泊
石
除
を
受
け
た
が
、
十
入
年

十
一
月
七
日
依
次
越
前
の
匹
川
股
で
放
し
た
。
平
年

凶
Jl
六
、
法
制
胤
一
階
院
好
則
脱
出
泊
谷
町
士
。
野
川
山
に

U
V
5
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苦-一ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
ト
キ
村
井
長
時
泌
都
又
兵
街
。

幼
名
を
七
左
術
門
と
い
う
た
。
父
付
父
兵
衛
説
明
。

流
氷
十
凶
年
前
川
利
市
に
召
出
さ
れ
、
交
の
裂
後
正

保
二
年

大山一
一
寺
続
問
と
な

0
て
也
知
=
一
百
石
を
製

ぎ
、
天
和
二
年
五
拾
石
を
加
附
せ
ら
れ
、
町
田
中
行

寺
枇
怒
行

・
御
倒
防
御
預
在
勤
め
、
冗
山
肌
元
年
間
自

し
、
問
問
伍
七
十
六
践
で
裂
し
た
。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
ト

モ

村

井

長

朝

加
問
一
一
括
の
老
同

村
井
氏
第
四
代
。
元
利
六
年
金
持
に
生
ま
れ
た
。
迦

都
兵
部
。

初
総
長
任
。
抱
永
十
四
年
間
三
且
七
日
父

の
治
部

一
一瓜
六
千
二
百
六
拾
九
石
排
出
世
襲
ぎ
、
十
九

年
間
且
三
日
鏑
母
車
廿
呑
院
ハ
削
凶
利
回
拭
妹
U

治
衡
の

内

三
百
一
台
売
併
せ
、
合
計
一
説
六
千
王
百
六
拾
九
石
二

斗
七
升
と
な
っ
た
。
明
隠
元
年
十
二
月
四
日
平
年
三

十
六
で
小
松
に
頓
死
。
法
川
町
板
挟
院
白
川
出
了
活
問

士
。
野
川
山
に
卵
る
。

ム
ラ
ヰ
ナ
ガ
Z
チ

村

井

長

選

加

賀
絡
の
老
臣

村
井
氏
第
九
代
。

沼
線
叉
六
・籾
以
・又
兵
衛
。
初
郎

日
目
前
担
。
長
仰
の
嫡
男
。
文
化
十
=
一
年
十
三
月
召
出
さ

れ
て
新
知
二
千
一
泊
百
石
(
内
五
百
石
典
力
知
)
を
受

け
、
文
政
十
一
日
特
定
且
十
九
日
父
の
辿
知
一
間
六
千

五
百
六
拾
九
石
品
川
(
内
千
百
拾
石
奥
力
知
〉
を
刷
出
ぎ
、

天
保
七
年
抗
月
十
日
夜
し
た
。
平
年
四
十
一

。
法
制
批

天
龍
寺
長
安
臨
治
的
然
大
町
士
。
野
凶
山
に
掠
る
。

長
訟
は
泊
翁
・措
街
地
然
泊
者
・無
関
子
と
も
抑
制
し
、

慌
の
腕
前
能
祭
愛
好
議
が
、
続
出
入
拍
子

・
能
排
惑

の
如
き
首
都
を
の
み
伐
践
す
る
を
慨
ら
ず
と
し
、
前

設
省
の
扮
設
に
裂
す
る
m
M
而
及
び
袋
耐
用
の
研
究
に
波

一回し
、
天
保
元
年
三
月
に
棺
而
法
則
、
限
而
集
録
、

二
年
九
月
に
而
名
袋
、
同
年
十
一
月
に
総
山
私
言
、

三
年
九
月
に
能
而
鑑
定
大
掘
削
を
若
し
、
別
に
設
以
抄

附
陣
容
の
私
が
あ
っ
た
。
そ
の
接
取
抄
の
如
き
袋
釘
抗

倒
的
尖
開
制
限
そ
阪
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
長
治
の

能
郡
に
闘
す
る
畑
副
議
付
最
も
深
か
っ
た
と
見
え
る

が
、
そ
れ
付
出
円
二
郎
左
衛
門
閥
芯
に
mw渡
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
O
H
A

の
仙
蛍
♂
小
説
が
あ
る
。

ム
ヲ
ヰ
ナ
ガ
ヨ

村
井
長
世
加
到
務
の
老
院
村

引
氏
釘
入
代
。
H
N
む
の
鏑
男
。
初
名
お
四
郎
、
後
兵

部

・
又
兵
衛
。
初
部
長
群
。
山
政
-
一
年
間
月
十
日
交

の
也
知
一
山
六
千
五
一
内
六
拾
九
石
倣
〈
内
千
百
拾
石

奥
力
知
〉
を
領
し
、
文
政
四
年
十
一
一
且
官
六
日
従
正

位
下
問
後
笥
に
叙
任
し
、
十
年
十
月
サ
六
日
制
限
、
平

年
五
十
二
。
法
制
町
}
也
市
山
寺
H
K
附
子
寛
大
防
士
、
野
山

山
に
砕
ろ
。

ム
ラ
・
一
ヰ
ナ
ガ
ヨ
リ
村
井
長
頼
回
出
肢
の
入
。
平

氏。

加
れ
滞
の
老
阿
川村
到
氏
の
家
机
。
そ
の
父
玄
野

長
山
ゅ
は
総
則
信
努
に
仕
へ
た
人
で
、
長
級
は
天
文
十

二
年
荒
子
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
長
入
郎
。
弘
治
元
年

前
川
利
久
に
仕
へ

、
初
年
制
じ
て
利
家
の
阻
と
な
っ

た
。
ホ
称
元
年
総
間
信
長
の
隠
張
伊
野
の
役
に
従

ひ
、
十
二
年
文
伊
勢
大
河
内
の
攻
城
に
功
あ
っ
て
融

七
拾
口
を
没
け
、
日
つ
利
家
の
泌
総
叉
左
衛
門
の
一

宰
を
輿
へ
ら
れ
て
名
を
叉
兵
衛
と
改
め
た
。
次
い
で

元
お
元
年
越
前
手
間
山
及
び
鋭
部
矢
樹
、
二
年
越
前

金
よ
帥
、
一
二
年
近
江
小
谷
城
、天
正
元
年
越
前
一
束
谷

域
、
三
年
叩
姿
長
篠
の
役
等
に
皆
功
が
あ
h
，、
同
年

八
四
四

利
家
の
越
前
府
申
・
入
部
に
従
ひ
、
政
二
百
五
拾
官
H
V.

受
け
た
。
九
年
利
家
棺
B
M
に
封
ぜ
ら
れ
、
十
年
石
動

山
の
役
に
従
軍
先
積
し
、
J
I

一
年
利
家
の
柴
間
勝
山
北

に
録
し
て
割
引
柴
努
吉
と
近
江
に
峨
う
た
時
、
長
州
制
は

最
も
力
戦
し
て
返
却
し
た
。
後
利
家
・
秀
苦
の
和
成

旬
、
利
家
は
金
制開城
に
治
し
、
十
ご
年
朝
日
山
に
向恒

常
築
い
て
之
を
守
ら
し
め
、
入
月
越
中
軍
の
来
州
出
合

療
法
し
、
九
月
叉
佐
々
成
政
が
末
森
城
を
悩
ん
だ
時
、

長
翻
は
利
家
の
後
患
の
思
に
加
っ
て
之
含
破
っ
た
。

十
=
一
年
二
月
利
家
の
命
を
奉
じ
て
越
巾
恕
泊
を
拠
-
ヲ

て
鑓
ち
、
闘
っ
て
級
四
千
依
を
加
賜
せ
ら
れ
、
主
H

阿
路
城
中

h

菊
池
武
勝
が
降
を
利
家
に
納
れ
た
る
や
以

て
、
長
級
は
利
家
に
従
う
て
そ
の
城
を
牧
め
、
入
月

努
吉
の
成
政
を
征
す
る
窃
北
下
し
た
際
に
は
、
時
砲

を
賜
う
て
多
年
の
功
を
円
以
せ
ら
れ
た
。
後
十
九
作
六

月
利
家
の
安
総
に
持
っ
た
時
、
従
叩
出
的
批
下
間
後
守
に

叙
任
せ
ら
れ
、
文
勝
元
年
に
来
っ
て
老
を
告
げ
た
。

こ
の
時
職
一

…
品
千
二
百
四
捻
出
石
に
上
っ
て
ゐ
た

が
、利
家
は
別
に
凶
千
石
を
長
級
に
奥
へ
、
全
領
を
焔

子
目白次
に
桜
ら
し
め
た
。

院
長
凶
年
利
家
大
坂
に
犯

じ
、
翌
年
芳
容
院
夫
人
の
殺
人
と
し
て
江
戸
に
下
る

に
及
び
、
長
制
こ
れ
に
従
行
し
、
十
年
十
月
汁
六
円

訟
に
そ
の
地
に
卒
し
た
。
年
六
十
三
。
法
滋
樹
光
院

ヰ
月
高
知
居
士
。
野
凶
山
に
町
一
抑
し
た
。

ム
ラ
ヰ
ム
ネ
ナ
ガ
村
井
宗
長

次
郎
左
衛
門
の

一
一
子
。
泌
総
二
郎
友
術
門
。
引
永
十
九
年
小
松
に
於

い
て
前
倒
利
治
に
仕
へ

、
御
側
小
怖
と
な
っ
て
ご

U

石
を
受
け
、
明
腕
二
年
御
馬
廻
制
に
鞘
じ
、
延
質
問

年
四

H
m。
子
採
時
間に
悦
裂
す
る
。

ム
リ
ヨ
ウ
イ
ン
無
量
院
珠
洲
泌
吉
ヶ
池
に
在
っ

て
、
町
制
宗
に
闘
す
る
。
惚
永
=
一
年
坑
川
崎
の
磁
立
と

L

・A

。
ム
リ
ヨ
ウ
ジ

無
E
E寺

石
川
市
大
野
庄
に
岡
1


